
移調と転調
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移調とは？
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楽曲全体を別のキーに変えることです。

DAWを扱う方にとっては
トランスポーズという名前の方がお馴染みかと思います。

移調は、楽曲全体が別のキーに丸っと移動するため

以下の内容は変わりません。

• 各音の音程関係が変わらない

• リズムが変わらない



移調の前後で音程関係が変わらない
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完全４度 短３度 長２度

完全４度 短３度 長２度

■ 移調前

■ 移調後



移調の前後でリズムが変わらない
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四分音符

■ 移調前

■ 移調後

八分音符 四分休符

四分音符 八分音符 四分休符



転調とは？
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楽曲中のキーを一時的に変更することです。

転調は、作編曲としての側面が強く

例えば以下のようにいろんなパターンが考えられます。

• 楽曲の途中で別のキーへ移り、その後また元のキーに戻る

• 楽曲の最後に転調し、盛り上がりを演出する

• 絶えずキーを移り変えていく

などなど、楽曲の途中でキーが変わってしまえば

それは転調と呼んで差し支えないでしょう。



途中で別のキーへ移り、その後元のキーに戻る
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Key：C

Key：Ebへ転調 Key：Cへ戻る



楽曲の最後に転調し、盛り上がりを演出する
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Key：Eへ転調

Key：D

Key：Eのまま



絶えず転調していく
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Key：Ebへ転調Key：C Key：Gbへ転調



移調が行われるケース
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移調が行われるケースは、主に２つあります。

• 演奏する楽器や人に合わせて、キーを調整する

• 移調楽器のために、移調して記譜する



演奏する楽器や人に合わせて、キーを調整する
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例えば、ボーカリストの得意な音域に合わせて

楽曲全体のキーを上げたり下げたりといった場合です。

他にも、民族楽器など音域の狭い楽器などに合わせて

キチンと鳴らせる範囲内に収まるよう移調が行われます。

いずれにしても、そのキーで生じた問題を解決するために

他のキーへ移調することが主な目的です。



移調楽器のために、移調して記譜する
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楽器の中には譜面にある音（＝記譜音）と

実際になる音（＝実音）が違う楽器があります。

移調楽器をレコーディングする際など

その楽器に合わせて移調して楽譜を作る必要があります。

移調して記譜しておかないと

楽曲とキーがズレた状態で演奏されしまい最悪演奏できない！

なんてことになりかねません。

それを避けるためにも

移調楽器はお約束として移調した状態で記譜します。


